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シバダン島を表紙にした，サバ州観光局の宣伝雑誌
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1．はじめに

　シバダン島は，ボルネオ北東部，マレーシアとインドネ

シアの国境線を海上に延ばした先に浮かぶ小さな島であ

る．干潮時には30分もあれば，浜辺にそって島を歩いて一

周することができる．波打ち際の狭い砂浜部分を除けば，

島のほとんどは密生した樹木に覆われている．1980年代後

半から，マレーシア側の資本によってダイビング・リゾー

トとして開発が進められ，現在では世界有数のダイビン

グ・スポットとなっている．島を取り巻くサンゴ礁の先が

数百メートルの深さのドロップ・オフ（垂直の壁）となっ

ており，回遊性の大型魚を見ることができるのが最大の魅

力である．同時にそこは，渡り鳥の休憩地であり，また島

を取り囲む砂浜は海亀の産卵場所となっている．美しい自

然のゆえに，それをめぐって観光開発の攻勢と環境保全の

努力とがせめぎ合っている（Wong　1991）．

　また同学では，2000年4月23日の復活祭の日に，フィリ

ピンの反政府ゲリラ組織のアブ・サヤフによる誘拐事件が

生じ，21人の人質のなかに10人のヨーロッパ人ダイバーが

含まれていたため世界中のメディアの関心を集めた．誘拐

犯らは，2隻の高速ボートでフィリピン領海へ逃げこみ，

そのまま20時間ほどをかけてポロ島まで直行して山中の隠

れ家に潜伏した．人質の解放によって一応の解決を見るま

での数：ヶ月間，マレーシア，フィリピン，フランス，ドイ

ツなどの新聞は，連日のように加熱した報道を続けた．そ

の事件は，フィリピンのエストラーダ大統領の下での軍事
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掃討作戦によって追い詰められた，イスラム過激派・独立

運動のグループが活動資金の獲得を狙って引き起こしたも

のであり，人質の解放と引き換えに少なくとも1，000万ドル

の身代金を獲得したと言われている．それは，国境による

海の分断と，国境警備の限界や盲点をついた巧妙な作戦で

あったが，そもそも，キリスト教徒が国民の90％を占めて

いるフィリピンの政府が，国境の内側に囲い込んだスー

ルー諸島，ポロ島，ミンダナオ島に住むイスラム教徒を，

異教徒として差別しつつ同時にフィリピン国民として支配

して行く過程において生じた矛盾が生み出したものであっ

た．

　そもそも20世紀に入ってフィリピンがアメリカの植民支

配を受ける以前，南部ミンダナオ以南の地域には宗主国で

あるスペインの実効支配が及んでいなかった．18世紀後半

から19世紀後半にかけて，南部ミンダナオからスールー海

域，さらには北ボルネオから西セレベス海域にかけての一

帯は，奴隷交易にもとつく中国との貿易経済に支えられ，

スールーのスルタンを中心とする政治経済統合圏を形成し

ていた．そうした統合圏をワレンは「海洋交易政体」（“Mar－

itime　State”）と名付けている（Warren　1985）．そのまとま

りを分断分割する形で，20世紀の前半に，オランダ，イギ

リス，アメリカが，国境線の確定確保によってそれぞれの

植民地版図を明確に決定しようと試みた．20世紀の後半に

はそれを継承して，インドネシア，マレーシア，フィリピ

ンの3国が，領土支配をめぐって確執を続けてきた地域の

ひとつが北ボルネオ（サバ州）である．ユしかし，実際には

現在に至るまで，シバダン島を始めとするスールー海およ

びセレベス海の島々や，ボルネオ北部やミンダナオ南部の

沿岸部は，地域住民・海域漁民らが名目的な国境を越えて，

旅券や査証なしに，自由に行き来しあい，人の移動と交易

ネットワークによって密接に結びつけられてきた（床呂

1999）．

　そうした状況のなかでシバダン島は，その領有をめぐっ

てマレーシアとインドネシアのあいだで，1969年以来，断

続的な話し合いがもたれていた．1996年には両国が国際司

法裁判所に裁定をゆだねることに合意したことで，国境線

の確定が具体的に争われ，国家の外縁が決定される象徴的

な場所となったのである．判決は2002年12月に下され，結

果は，17人の判事中16対1でマレーシアの領有を認めるも

のであった．この裁判は，東南アジアの隣国同士がその国

境問題をめぐって，国際司法裁判所を頼った初めての，ま

たアジア全体でも過去40年間で初めての事例であり，両国

1　1963年に，イギリス植民地であった北ボルネオ（サバ）とサラワクが，マレーシア連邦に加盟したとき，それに反対して「対決政策（コ

ンフロンタシ）」を採るインドネシアとのあいだで小規模の武力衝突が起きており，連邦の発足当初の両国の関係は必ずしも良好ではなかっ

た．またフィリピンも，かつて北ボルネオがスールーのスルタンの属領であったことから，スールーを版図とするフィリピンがその属領も

合わせて継承しているとして，1962年にサバ領有権を主張し，現在に至るまで取り下げていない．サバの連邦加入後，マレーシアはインド

ネシア，フィリピンの両国と2年間ほど国交を断絶した．
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国境の海、係争の島

問の「関係の成熟」を示すものであった。同裁判所の裁定

による平和的な解決は，マレーシアとシンガポール問での

べドラ・ブランカ島の領有をめぐる問題や，南シナ海にう

かぶ南沙諸島および西沙諸島の領有をめぐる多国間にまた

がる問題をはじめ，2東南アジア諸国間の他の国境問題の平

和的な解決法を示唆するもので，きわめて意義深い（Per－

eira，　Brendan　in　The　Straits　Times　2000／12／18）。さらに

は東南アジアに限らず，日本にとっても，北方領土と竹島

と尖閣列島の領有をめぐって，それぞれロシアと韓国と中

国とのあいだで係争中であり，各国がナショナリズムの高

揚と結びつけて問題化する可能性がきわめて高いゆえに，

参考とするに価する事例である．3

　誘拐事件にしても，領有問題にしても，近代国家とは，

国境を確定し，その内部の空間を固有の領土として排他的

な主権を行使することが可能になって初めて，存立基盤を

有するという機制と密接に結びついている（石川2004：

67－69）。本稿は，北ボルネオの海に浮かぶ小さな島シバダ

ンをめぐる近年の出来事を取り上げ，そこに集約して現れ

る東南アジア近現代史における宗教・民族・国家間の軋礫

の具体的な表れを，国境の問題と結び付けて素描しようと

するものである。

2。紺青の海，弱翠の島

　シバダン島は，北ボルネオの東海上，マレーシアとイン

ドネシアを分かつ海の国境線上の付近（北緯4度7分，菓

経U8度38分）に浮かぶセレベス海の小島である。マレーシ

ア領の陸地の最も近い場所であるサバ州タンジュン・トゥ

トップ（Tanjun　Tutop）から14海里，インドネシア領セバ

ティック島の南端から約40海里の距離にある。その面積は

O．03平方キロであり，ほぼ平坦な土地は廻国とした樹木に

覆われている（Haller－Trost　1998：227）。白灰色の珊瑚砂で

縁取られた濃緑の島は，細長いハート型をしていて，遠く

から見ると（あるいは空から見ると），銀で縁取られたエメ

ラルドの指輪のようである。

　近くの他の島々が，ボルネオの大陸棚の上にあるのとは

異なり，シバダン島は大陸棚よりも外側に位置しており，

そことは海溝で隔てられた600～700メートルほどの深さの

大洋海底から，急竣な斜面を伴ってせり上がっている。火

山活動の結果とし，かろうじて山頂が海面に顔を出したも

のであり，浜辺から数百メートルほど離れた環礁に囲まれ

ている．ただし船着場のある北側の浜辺だけは，ほとんど

2　南沙は，中国（7），ベトナム（17＞，フィリピン（8），マレーシア（5），台湾（1），

末時点で実効支配中の木犀数）．また西沙は中国とベトナムの2力国が領有を主張している．

3　日本でも，たとえば，今月の『中央公論2（2004年1G月号）は，「日本の領土・日本の防衛：尖閣，竹島……領土を守ることを忘れていな

いか」と題された100頁ほどの特集を組んでいる．そのほかにも，日本が関わる領土問題については，別冊宝島1060号（2004），明石康・他

（2003），牧野管掌（1998）などを参照。
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環礁がなく，数メートル先から，そのまま深いドロップ・

オフとなっている．その海中断崖にも珊瑚が群生しており，

壁に沿って流されながらダイビングを楽しむための絶好の

ポイントとなっている．そこに限らず，島の周囲には，数

多くのダイビング・スポットが点在している．

　島はいわば海中に沈んだ単独峰の頂上部であり，島の北

西2海里では海底の深さが1，470メートルに達し，東へ5海

里の海底は1，030メ・一一トル，南へ4海里では1，410メー・一一　Fル，

南西8海里では1，790メートルとなっている。珊瑚礁に囲ま

れ，外洋のただなかに浮かぶ島のゆえに，珊瑚礁の熱帯魚

と外洋性の大型回遊魚の，それぞれの豊富な魚種を楽しめ

ことができるのである（ibid．：228）。

　また，シバダン島は，幅10～50メートルほどの白い砂浜

に囲まれており，そこは，2種類の海亀，すなわちアオウ

ミガメとタイマイの産卵場所となっている．1990年に世界

野生生物基金が委託した調査によれば，！0月26日から11月

1日までの1週間のあいだに，毎晩4～10匹，平均で5．7匹

のアオウミガメが上陸して産卵したという。サバ・タート

ル・アイランド・パークでの調査記録を参考に外挿すると，

1年間では1，360～1，740匹の海亀が産卵すると推計され

る。ただし，それらの卵は，200年ほど前にスールーのスル

タンから権利を授与されたという家筋の者が採取権を主張

して，実際にある程度の採取をしている。島を取り巻く環

礁の近辺で13回，計640分のダイブ観察をしたところ，30分

間で平均6，2匹の亀を目撃することができたという。それら

の85％はアオウミガメであり，残りがタイマイであった。

1991年当時には，その数年前に島で最初にダイビング・

ロッジを開発したボルネオ・ダイバーズが，島周辺でのダ

イナマイト漁を厳しく監視していたが，それ以前のダイナ

マイトの水中爆発による破壊の傷跡が当時でもはっきりと

残っていたという（Motimfer　1991：！－2）。

　海亀卵の採取人の記憶によれば，195e年代から1970年代

にかけて，産卵の最盛期には毎晩30匹から40匹が上陸し，

年間では8，5GO匹ほどになったという．サバ野生生物局が卵

の採取人の聞き取りから算出した数字によれば，1980年代

には，4，380匹の健康な雌亀が産卵に訪れたと推計される

が，1996年にはその数が1200匹以下となってしまったとい

う。その理由は，過剰な採取および観光開発のための環境

破壊であるという。海亀の激減を危惧して，野生生物局は

1997年3月に導爆に海亀の艀化施設を建設するとともに，

同じ時期に野生生物保護条例を制定し，その87条で海亀卵

の採取を禁止し，違反した場合には5年以下の懲役または

　ブルネイの6力国が領有を主張している（括弧内の数字は1999年
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5万リンギットの罰金を課している。シバダン島でも厳密

に適用されるというが，ただし父祖伝来の採取権を持つ者

に関しては例外として一定数の採取を認める（Borneo

Mail　2eOO／11／2．　lsa　1989：　1－2）．‘

3。ダイバー誘拐事件　迷走した人質解放交渉

　1990年4月24日，ちょうど復活祭の日曜日5時過ぎの夕

暮れ時，2隻のスピード・ボートに分乗した6人の男が，

AKライフルやロケット・ランチャーで武装してシバダン

島に上陸した．浜辺に面したロッジのサンデッキなどでく

つろいでいた外国人ダイバー10人と，従業員11人（マレー

シア人9名とフィリピン人2名）をライフルの銃口を突き

つけて脅しながらボートへと連れていった．スピード・

ボートは夜陰にまぎれてフィリピン側領海へと逃走し，20

時間ほど後にはポロ島に到着して，そのままトラックと徒

歩で山中の隠れ家へと入った。ダイバーの国籍は，ドイツ

人1家族3名，フランス人カップル2名，南アフリカ人夫

婦2名，フィンランド人男性2名，レバノン二男1名であっ

た。ほかにも，たとえばニューヨーク州から来ていたアメ

リカ人夫婦が危うく連行されそうになった。しかし，浜辺

からスピード・ボートまでの短い距離さえ妻の方が泳ぐこ

とができないと言い訳をして躊躇したところ，誘拐犯たち

は別の人質に気を取られ，その隙に逃げ出して森のなかへ

と駆け込んだ（Times　2000／5／8，　Sblnday　Times　2000／8／

20）．

　誘拐犯は，ミンダナオ島の南のバシラン島およびポロ島

を拠点とするイスラム過激派のアブ・サヤフの一グループ

であった。彼らの活動は，少なくとも公的には，マニラ政

府に対するイスラム勢力の分離独立運動と結びついたもの

であり，アル・カイダとも接触あるいは連携をもつとされ

ていた．アメリカ人が人質とされていたら，事件は一層セ

ンセーショナルな扱いをされたことであろう。しかしアメ

リカ人がいなくとも，ヨーロッパ人の人質をその後4ヶ月

あまりにわたってポロ島の山中深く密林のキャンプを転々

と移動しながら監禁し続けることによって，おもに独仏を

中心としたヨーロッパならびにフィリピンおよびマレーーシ

アの各国政府の憂慮と，マス・メディアの強い関心を引き

つけたのである．

　とりわけ，フィリピンや外国メディアの取材班をキャン

プ地に受け入れて人質の撮影やインタヴューに応じさせる

など，巧妙なメディアの利用と操作が効果的であった。し

かも欧米の報道陣は取材のお礼として高額の謝金を支払

い，人質を長期に拘束するための食糧やその他の必要品を

犯人が入手することを容易にさせ，結果として彼らの活動

資金を提供してしまったのである．また，外国メディアか

ら資金を調達するという戦術がエスカレートして，誘拐犯

グループやそれとは対立する別のグループが，キャンプ地

へ向かう途中の取材陣を新たに人質としたりするなどの事

件が生じた．たとえば6月3日には，ドイツのシュピーゲ

ル（Der　Spiegel）紙の記者やRTLテレビのリポーターら

10人の外国人ジャーナリストが，目的地に到着する前に拘

束され，25，000ドルの取材費／身代金を払うことでIO時間

後に解放された．彼らは，インタヴューをせずに引き返し

たが，適切な仲介人を立て取材費（謝礼）を支払い，人質

とのインタヴューや撮影に成功するグループもあった．

　しかしシュピーゲル紙のドイツ人記者は運が悪く，ある

いは適切な仲介者を得られず，7月2日に再度誘拐され25

日目で拘束された後，身代金を払って釈放された。彼が誘

拐されたとき，アブ・サヤフとの人質解放交渉に当たって

いた大統領特別顧問のUベルト・アベンタハドは，政府の

勧告を無視して自ら進んで誘拐罪のもとに出かけたのだか

ら，シバダン島の誘拐人質事件の解決に一義的な責任を負

うフィリピン政府としては，彼の解放交渉に当たる余裕が

ないとして，交渉の対象としなかった．そのことが，ドイ

ツ政府，少なくともドイツのマス・メディアの反感と不興

を買い，結果として，彼が身代金の一部を着服していると

の記事がシュピーゲル紙（2000／12／1）に書かれる要因と

なったと，アベンタハドは弁明している．その記事は，ド

イツの諜報機関が，彼と誘拐犯のリーダーであるロボット

4　シバダン島とともに，マレーシア政府が海亀の保護に力を注いでいるのは，同じサバグ1紛東海岸，サンダカンの沖合いに浮かぶタートル

諸島である。9つの晶から成る諸島のうち，6つがフィリピン領であり，3つがマレーシア領となっている。マレーシア側では，その全域を

海亀保護区（タートル諸島公園）に指定して，そのなかのセリガン島には海亀の観察保護施設と監視所を設けている。また30人ほどが泊ま

れる観光客用ロッジがあり，日暮れから朝までは自由に浜辺を歩くことを制限し，ガイドとともに海亀観察エコ・ツーリズムを行っている。

　またマレーシアとフィリピンは，1996年に「タートル諸島自然遺産地域」を定め，海亀の保護プロジェクトを開始している。複数国が協

力して海亀保護を進めているのは，世界でも同地域だけである。しかし，フィリピン側の取り組みは不十分であり，「ウミガメは人間の引

いた国境なんか知らない。でも，その線によって運命が分かれる」ことになる。たとえば，セリガン島から，昼間なら手が届くくらいの距

離にあるタガナク島はフィリピン領であり，そこに住む2000人あまりの島民のなかには，卵の採取と販売で生計を立てている者も少なくな

いという。フィリピン領のタートル諸島では，採取した卵の3割を環境天然資源省が運営する艀化場へ，1割は海亀保護財団の運営費に，

そして残りの6割には売買が認められている。

　タガナク属はスールー諸島の最南端，サバ州に最も近くに位置するフィリピン領の島であるが，島で使われているのはマレーシア通貨の

　リンギットであり，テレビもマレーシアの番組しか映らない．魚や卵の販売と日用品の購入，その他の日常生活は100％サンダカンに依存

しており，国境を越えた往来については黙認されている．彼らの言葉はタウスグ語であるが，マレー語も頻繁に用いており，彼らがフィリ

　ピン人であることを自覚するのは選挙の投票の際くらいであるという（郷2000，Vitug＆Yabes　1998：51－58）
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司令官との，衛星携帯電話による会話を一部始終盗聴した

結果，身代金2，000万ドルの半分をエストラーダ大統領がピ

ンハネし，その10％をアベンタハドに，残り40％のほとん

どを大統領自身，一部を安全保障補佐官のアンヘロ・レイ

エス将軍に与えたというものであった（Aventaj　ado　2004：

76，　104－109，　126）．5

　7月9日にはフランス第2テレビのスタッフ3人，続い

てフィリピンのABS－CB：Nテレビの取材クルーなどが，

別々に誘拐され，長期に拘束され身代金を支払う羽目と

なった。フランス第2テレビのスタッフが保持していた衛

星携帯電話は，その後，誘拐犯のlj　一一ダーであるロボット

司令官とフィリピン政府の交渉責任者であるアベン曇日ド

とのあいだの，直接的な連絡の手段（ホットライン）となっ

たのである。また，7月i日には，フィリピン人の熱狂的

カトリック集団である「イエズス奇蹟十字軍」（Jesus　Mira・

cle　Crusade）が，人質たちのために祈ることを目的として，

牧師とメンバー数人を3000ドルと50俵の米の土産とともに

キャンプ地に送り込んだが，逆に人質となってしまった。

しかも所持品検査の際にメンバーのひとりが，「バナナ・リ

パブリック」（ファッション・ブランド名）が発売する，国

軍の迷彩服に似た服を着た自身の写真を持っていたため

に，反イスラム自警団のメンバーであり宗教活動を装って

潜入したことを疑われ，全員が死刑の判決を受けた．幸い

なことに，首の切断による死刑判決の即自執行が直前に撤

回され，代わりに，食べ物と飲み物のない状態での監禁放

置による衰弱死の強制という方法が採られた。数日後にロ

ボット司令官が様子を見に戻ると，メンバーたちは依然と

して神を褒め称える歌を歌い続けていたために，司令官は

さらに心変わりして，その中の3人だけを選んで，ドイツ，

フランス，南アフリカ，レバノン各国の大使へのメッセン

ジャーとして釈放し，残りのメンバーには飲食を与えて拘

束を続けることとした（ibid．：98－100）．6

　そうしたなか，7月13日には，ドイツ，フランス，フィ

ンランドの外相がマニラを訪れ，長期化する事件への対応

策をフィリピン政府と協議した（Ressa　2003：115，　CPJ〈News

A　lert　2000／7／24）．誘拐の発生直後から，各国政府は，自

国民の人質の安全と解放を最大の目標として，誘拐犯とは

交渉をしないという国際的な合意を無視して，救出のため

の軍事作戦を控えることと，交渉による解決を図るよう，

フィリピン政府に強い圧力をかけていた．その高圧的な態

度に対して，アベンタハドは反感を覚えたという（Aventa－

jado　2004：38）。ただし，そうしたヨーロッパ各国の態度は，

アブ・サヤフの別のグループの80人が，シバダン島の誘拐

事件の直前，2000年3月20日に，シバダン島の人質を拘束

しているポロ島の北約80キロにあるバシラン島トゥマフボ

ン町で公立小学校をはじめ5つの学校を襲い，生徒や教師

など53人を誘拐した事件と関係があるかもしれない。誘拐

から1ヵ月後，シバダン事件の直前の4月19日には，イス

ラムの自治獲得あるいは分離独立運動への軍事攻勢を強め

るエストラーダ大統領への誕生日プレゼントだとして，人

質のなかの2人の男性教師の首をはねて殺害していた。ま

た5月6日の軍の救出作戦では，ロエル・ガリャド神父を

含む4人分人質が銃撃戦の巻き込まれて死亡した．その後，

イスラム教徒の一部の生徒が釈放されたが，リビアの仲介

と身代金の支払いによって人質全員が釈放されたのは，9

月に入ってからであった（Torres　2001：153－159）。

　さらにまた，ロボット司令官は，マレーシア人や外国人

の人質を，身代金の交渉の難航のゆえに何回にも分けて少

人数つつ解放することによって，解放のたびごとに問題が

未解決のまま継続していることを効果的に印象付けたので

あるe6月下旬に最初に解放された人質はマレーシア人ひ

とりであり，外国人の人質のなかでは，7月17日にドイツ

女性が持病の悪化のために身体が衰弱したことに対する人

道的配慮から解放された．外国人の人質は，その後8月末

に女性2人と男性3人，9月9日に4人の男性が解放され

た．フィリピン政府は，誘拐事件は犯罪であるとの立場か

ら，身代金の支払いで事件の解決を図ることを公式には一

貫して拒んでいたが，当時から，リビア政府が介入し，身

5　アベンタハドは，その記事に激しく抗議し，弁明の書簡をシュピーゲル紙（2004／12／25）に掲載することを認めさせたが，記事の撤回と

謝罪の要求は受け入れられなかった．

　同様に，シバダン誘拐事件からほぼ1年後の2001年5月27日前，フィリピン・パラワン島のドス・パルマス・海浜リゾー一一トから誘拐され，

ポロ島の北に浮かぶバシラン島やミンダナオ島西端の南サンボアンガ想の山中で！年以上にわたって拘束されていたアメリカ人グレーシ

ア・バーナムは，解放後に出版した著書（Burnham2003）のなかで，1）国軍は，山中に潜伏したアブ・サヤフに食糧などの物資を補給支援

　した，2）国軍は，バシラン島ラミタンの病院に誘拐グループを追い詰めた際に故意に逃した，3）国軍幹部はアブ・サヤフと共謀して身代

金の一部を着服しようとしたなどと暴露している．しかし，その後に逮捕された誘拐犯メンバーの裁判の過程で，2004年7月末に国家警察

基地で開かれた非公開の尋問に応じたバーナム夫人の証言の内容について，「疑惑に関する二三はなかった」とする検察と「発表は信用で

　きない」とする国会議員らが対立したまま，内容の真相は不明のままである．また，それに先立って，著書の出版後にカンザス州に住む夫

人を訪ねて事情聴取を行った司法省は，「夫人が著書で記した国軍とアブ・サヤフとの関係は，すべて伝聞に基づく情報であることが判明

　したjとの見解を公表している（マニラ新聞2004／8／2）．バーナム夫人の夫のマーチKンは，聖書の現地語翻訳によってキリスト教の伝

道を進めるSIL（Summer　lnstitute　of　Linguistics）のパイuットであり，夫人とともに誘拐され拘束されていたが，2002年6月7日の

人質救出作戦の際に，銃撃を受けて死亡している．

6　フランス第2テレビのスタッフ3人と，「イエズス奇蹟十字軍jの残りのメンバーは，シバダン島の人質とは少し離れた場所で拘束され

たまま，シバダン島の人質が9月に解放される際に，一緒に解放された．その際，フランス第2テレビにスタッフ3人には100万ドル，「イ

エズス奇蹟十字軍」には200万ドルの身代金が支払われた（Aventajado，2004：155－56）．
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清　水

代金を払うことで解決にいたったと言われていた。実際，

解放された人質たちは，各々の国へ戻る途中，フィリピン

からリビアに立ち寄り，盛大な歓迎式典に参加し，ダダフィ

大佐に対して深い感謝の意を示したのである。

　また，ロベルト・アベンタハド自身が，事件の概要と交

渉の進展を詳細に記した自著のなかで，ドイツ政府が100万

ドル，リビア政府は900万ドルの，計1000万ドルを支払った

と明言している．アベンタハドによれば，ロボット司令官

は初めから一貫して，外国人の人質ひとりに対して100万ド

ルの身代金を要求し，それに対して70万ドルの値切り交渉

をしたが結局は相手の言い値を飲む以外なかったという。

さらにアベンタハドは，リビア政府が用意して特使に託し

たと言われている2，500万ドルのうち，残額の1，600万ドル

が行方不明である点については，リビアの特使であり実際

に交渉の席にもしばしば立ち会ったアザロク博士の可能性

を示唆している（Aventaj　ado　2004：191－195，　EIOpatica

2003／12／10）．

　いっぽう誘拐を実行したアブ・サヤフ・グループのリー

ダーのuポット司令官ことガリブ・アンダンは，2003年12

月9日に国軍との戦闘で負傷して捕えられ，尋問の際に，

人質解放の際の身代金として4億ペソ（約10億円）を入手

し，グループの活動資金として使ったが，うち自身が1，000

万ペソを着服したことを認めた。が，同時に，フィリピン

政府側の交渉役であったアベンタハドや国軍の高官が，本

来アブ・サヤフ側に届けられるべき身代金の一部をピンハ

ネしたこと糾弾しているという。さらには，アベン閉口ド

とマレーシア側の交渉担当のユソフ・ハムダンは，互いに

相手が身代金の一部を着服したと非難しあっている

　（lnqblirer　IVews　Service　2003／12／12）．

　そもそも，アベンタハドとロボット司令官との人質解放

の条件をめぐる初期の交渉では，ロボット司令宮は身代金

のことは一切触れず，政治経済的要求を認めさせるために

引き起こしたと説明していた。彼が提示した条件は，1）イ

スラム教徒が自らの国家を作ることを認めて宣言するこ

と，2）マレーシア・サバ州のフィリピン人出稼ぎ労働者（大

半はミンダナオ南部およびスール・一一一海域出身のイスラム教

徒）の虐待に関する調査委員会をマレーシア政府に設置さ

せること，3）ミンダナオならびにスールー海域で操業して

いる，台湾や中国の漁船の取締りを強化し，締め出すこと

の3点であった。アベンタハドは，外国漁船の締め出しに

ついては合意したが，イスラム教徒の分離独立を認めるこ

とや，マレーシア政府に委員会を設置させることを確約で

きないとして拒否した．それで，結局は身代金による解決

に向けて，金額の交渉が焦点となったのである（Aventa－

jado　2004：　60－62）．

　リビア政府が，今回の人質事件に関与することができた
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展

のは，1970年代初頭以来，ミンダナオ島のイスラム教徒に

対して，宗教施設の建設や開発民生援助を行ってきたから

であった。1976年には，マニラ政府からの分離独立を主張

して激しい武力闘争を行っていたモu民族放戦線（NLF）

とマルコス政権との調停役として，トリポリ協定の締結に

尽力した実績もあり，政府とイスラム勢力の双方とに強い

絆を有していた。トリポリ協定では，ミンダナオにムスリ

ム自治区を設置することを確認していたが，実際にそれが

実現するのは20年ほど後のことになる．そのトリポリ協定

締結の斡旋をしたイスラム委員会の委員のひとりであった

のが，ラジャ・アザロク博士であり，1990年から1999年ま

で在マニラ・リビア大使を務めた後に，カダフィ国際慈善

団体の理事長となっていた。フィリピンにおけるイスラム

問題への造詣の深さと長年にわたる実際の関与のゆえに，

アブ・サヤフ側から信頼を得ており，また独仏などの政府

も，フィリピン政府に対するよりもリビア政府の介入の：方

に大きな期待を寄せたという．

　しかし，2人のフィリピン人が人質として囚われ，犯人

がフィリピン国内に潜伏している事件の解決が，ヨーロッ

パ各国政府とリビア政府とによって頭越しに進められるこ

とに傍観を決め込むことは，フKリピン政府の威信を失墜

させることにつながった．そこでアベンタハドは，アザロ

ク博士とはまったく別の人脈をたどり，ロボット司令官と

接触を取り，衛星電話を使って直接に，また，ロボット司

令官が指名した密使を通して人質解放の交渉に当たったの

である。フィリピンとリビアというふたつの交渉が平行す

るかたちで進められたたうえに，フランス政府が，人質事

件の取材に訪れたまま誘拐されてしまった自国のジャーナ

リストの解放も合わせて交渉することを強く望んだため

に，事態は迷走し長；期化することとなった。さらには，マ

レーシア政府も独自のルートで交渉を進め，事件から61日

目の6月24日に身代金1，500万ペソ（33万ドル）と交換にま

ず1人の解放に成功したeそれから2ヶ月間のあいだに，

順次マレーシア人の人質が解放されていったが，計9人の

身代金の総額は300万ドルに達したという（Luz　2000）。

4。アブ・サヤフ・ゲリラ：イスラム

　　分離独立運動の鬼っ子

　シバダン島という小さな島で起きた誘拐事件は，マレー

シアとフィリピンの国境を越え，さらには，ドイツ，フラ

ンス，フィンランド，リビアの政府を巻き込みながら錯綜

して展開していったが，そもそもそれを実行したアブ・サ

ヤフ自体が，グローバルなネットワークのなかで誕生した

ものであった。アブ・サヤフとは，アラビア語で「剣を帯

びる者」の意であり，1991年にモロ・イスラム解放戦線
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（MILF＝Moro　lslamic　Liberation　Front）の平和的ある

いは妥協的方針に飽き足らないアブドゥラジャク・アブバ

カール・ジャンジャラニ師が設立した。ジャンジャラニ師

は，1980年代にリビアとサウジアラビアのイスラム学校に

通ったのち，1987年にはトリポリに移ってイスラム神学を

学んだ。さらにはアフガンに赴き，フィリピンのミンダナ

オ南部地域からリクルートされてきていたイスラム原理主

義の若者らとともに，対ソビエトのゲリラ戦に身を投じた

のである。

　その後，ミンダナオに戻ってアブ・サヤフを組織し，神

学校時代のフィリピン人留学生らを勧誘して中核に加えな

がらバシラン島やポロ島，スールー海域で勢力を拡大して

いった。アブ・サヤフという名称は，アフガン時代に強く

影響を受けたアフガン・iスラム運動の指導者であり，軍

事司令官のアブドゥル・ラスル・サヤフ師にちなんでいる。

また，1991年に帰国する前には，ビンラディン師を介して

ラムジ・ユセブに会って意気投合し，ユセブを伴って帰国

し，ユセブがアブ・サヤフとアル・カイダをつなぐキー・

パーソンとなったという．ユセブは，1993年のニューヨー

ク世界貿易センタービルの爆破事件の首謀者として，後に

逮捕されることになるが，1994年12月10日には，セブ発成

田行きのフィリピン航空434便の機内洗面所に爆弾を仕掛

けて飛行中に爆発させ，日本人1人を死亡させている．そ

れはアメリカ航空機11機を同時爆発するテロ作戦のための

予行演習であったというが，本作戦を実行する直前の1995

年1月6日にマニラのアパートで爆弾の製造調整をしてい

るときに失敗して失火したためにアジトが発覚してしまっ

た．その時には，ラムジ・ユセブはかろうじて脱出し，国

外に逃れたが，1997年に逮捕されている（Abuza　2003：

99－108）e

　l998年12月にバシラン島でのフィリピン国軍との戦闘に

より，ジャンジャラニ師が死んだ後，弟のカダフィ・ジャ

ンジャラニが後継リーダーとなった。しかし，兄ほどのカ

リスマ的魅力や指導力を欠いたために，アブ・サヤフは指

揮系統の確立した組織というよりも，幾つかの派閥に分か

れて各々が自立性を保ちながら，必要に応じて緩やかに連

携協力して個々にゲリラ的活動や作戦を行うようになって

いた．シバダン島の誘拐を実行した司令官ロボットことア

ンダンもそうした一派閥を率いる小ボスのひとりであり，

彼は入手した身代金を他の小ボスたちにも分配したとい

う．シバダン島の人質事件が最終的に解決される当日も，

身代金を運ぶ2台のジープを別のグループが待ち伏せ攻撃

をしかけて護衛が負傷するなど，あやうく大金を奪われる

ところだった．

　ミンダナオ・イスラム居住地域の自治拡大や独立を目指

す軍事政治組織には，タウスグ民族を母体とするやや世俗

的イスラムで平和交渉に力点を置くモm民族解放戦線

　（MNLF：Molo　National　Liberation　Front）と，マラナ

オ民族を母体としてイスラム性と武力闘争とを重視するモ

ロ・イスラム解放戦線（MILF）とがある。しかしこの二つ

の組織が，ともに硬軟両用のバランスのなかで政治戦略を

進めているのに対して，アブ・サヤフは，テロによる揺さ

ぶりや誘拐による資金獲得という暴力的な手段に大きく依

存してきた。たとえば1995年4月には，サンボアンガ・デ

ル・スルー州のキリスト教徒が多数住むイピル町を攻撃

し，そこの市民と兵士53人を射殺している。シバダン島の

誘拐が起きる直前，2000年3月末にはホu島の北80キロに

位置するバシラン島のトゥマフボン町を襲い，50人あまり

を誘拐した際には，解放条件として世界貿易センタービル

の爆破犯として240年の刑で服役中のユセブを釈放するた

めの圧力をアメリカ政府に加えるように要求したのであ

る。

　さらに，その後，同年の9月10日には，アブ・サヤフの

別グループが再び海の国境を越えて同じくサバ州東岸のパ

ンダナン島の海浜リゾート施設を急襲し，3人のマレーシ

ア人従業員を人質として連れ去った。前回と同様にポロ島

の山中に潜伏して身代金の交渉を続けたが，欧米人の人質

がいないために国際的な関心は薄く，45日後にフィリピン

政府軍の作戦によって救出された。いっぽう，フィリピン

国内においては，別グループが，2001年5月27日にパラワ

ン島の海浜リゾート施設を襲って，2人のアメリカ人を含

む20人を人質として拉致し，高速ボートでバシラン島へ逃

走した。アメリカ人の人質ふたり（SILの宣教師支援のため

の航空パイロットのバーナム夫妻）は，その後，山中のジャ

ングルのキャンプ地で1年と11　Hにわたって拘束されるこ

とになる。アメリカ軍の支援をうけたフィリピン軍の急襲

作戦の際には，不幸にして夫が銃弾に当たって死亡し妻も

足に被弾した（Ressa　2003：le4－107，116－123，　Burnham

2003）．

　ただし，そうしたアブ・サヤフのテロ活動は，一方的な

先制攻撃あるいはテロリズムというよりも，フィリピン国

軍の攻勢に対して，ミンダナオ島のイスラム勢力が劣勢に

置かれているという一般的な状況のなかで，正面戦はもと

よりゲリラ戦でも対抗することが困難な小集団が手段を選

ばぬ反撃を試みたもの，あるいは混乱に乗pて軍資金の確

保を狙ったものと捉えることもできる。とりわけ1998年6

月にエストラダ大統領が就任してからその傾向が強まって

いた．大統領は自分の大衆的な人気の源が，かつて活劇映

画のなかで演じた貧者の味方，正義の執行者としてのイ

メージであることを強く自覚していた．それゆえ，就任時

の熱狂が覚め，変わらぬ現実に失望した大衆の支持率が下

がり始めた頃，その人気回復のために，イスラム勢力に対
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して高圧的な態度を取ることで強い大統領を演じ，さらに

実際にミンダナオ島のイスラム勢力に対して積極的な攻撃

を仕掛けたのである。

　フィリピン国軍が攻勢をかけるきっかけは，2000年の初

め頃にMILFが，マギンダナオ州のタラヤンーシャリフ・

アグアク間の国道線を道路封鎖し，タラヤン郡役場を占拠

した事件である。それに対して，フィリピン国軍は増援部

隊を派遣し，MILF側との緊張が高まっていたが，さらに3

月15日にはラナオ・デル・ノルテ州イヌダラン村付近で，

国軍とMIL：Fとの直接的な戦闘が行われた。3月17日には

同州のカウスガン郡役場も占拠しフィリピン国旗を降ろし

てMILFの旗を掲揚した。それに対して，エストラーダ大

統領は，「ムスリム・テnリストに対する全面戦争」を宣言

し，ミンダナオ島で大小合わせて48ヶ所のMILF軍事拠点

を攻撃したのである。その戦闘は，7月9日にMILFの司

令部が置かれた最大拠点であったアブバカール基地が陥落

したことをもって終了したが，国軍の発表によれば，その

5ヶ月間で，MIL：F側に1，089人の死者と1，722人の負傷者，

国軍側に273人の死者を出した。

　アブバカール基地は単なる軍事基地というよりも，マギ

ンダナオ州の4つの町とラナオ・デル州の2つの町を含

む，IOO平方キuほどの広大な土地一帯で，イスラム教徒の

人々がイスラムの教えに基づいた生活を営む地域コミュニ

ティーでもあった。道路沿いには商店や食堂があり，郵便

局がありビジネスが行われていた。また後背地として山岳

地帯と深い森，渓谷と川と湖があり，政府軍の攻撃を逃れ

るための脱出ルートとして有効であった。また肥沃な土地

を耕す農民がおり，一定期間ならばその内部で自給自足も

可能な経済基盤をもっていた。基地の陥落はMILFの一時

的な軍事敗北であるとともに，一般住民にとっては，生活

の場を追われて国内難民となることを意味していた。アブ

バカール基地の陥落直後に勝利の確認と宣伝を兼ねて視察

に訪れたエストラダ大統領が，レッチョン（豚の丸焼き）

とサン・ミゲル・ビールで兵士をねぎらったこと，それが

新聞やテレビで大きく報道されたことは，イスラム教徒に

対する心理的な挑発や生漬をあえて犯すことであった．ア

ブバカールに限らず，48ヶ所の基地の中や周辺に住んでい

た住民（イスラム教徒）は，すべて難民となり，戦争の終

結後も避難生活を送ることを余儀なくされたのである．そ

の数は十万人の単位に達するといわれる（Eslpina－Varona

＆　Villaviary　2002）．

　シバダン島での誘拐に始まり，ポロ島の山中で人質解放

の交渉が行われていたのは，そのようなイスラム勢力に対

する激しい国軍の攻勢がミンダナオ各地で続けられていた

時期であった．
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5。領有をめぐる争い　国際司法裁判所の判断

　シバダン島は，1980年代半ぼにボルネオ・ダイバーズが

宿泊ロッジを建設し，ダイビング・リゾートとしての観光

開発を始める前までは，漁師や海亀の卵を集める者が時に

立ち寄るだけの無人島であった。マレーシアとインドネシ

アとのあいだで，シバダン島の帰属が最初に問題となった

のは1969年であり，マレーシアが三島を領海内に組み入れ

た地図を作製したことに対してインドネシアが抗議したの

である。

　その後，1982年にインドネシア海軍の巡視艇がシバダン

島に駐屯していた「外国軍小隊」を「臨検」したことによ

り，領有問題の存在が明らかとなったが，両国政府がマス・

メディアでの報道を抑えたために，その詳細が明らかにさ

れることはなかった。以後，同島（および近くのりギタン

環礁）の帰属問題をめぐって，断続的な交渉が続けられた

が解決に至らず，1996年10月にマハテd一ル首相とスハル

ト大統領のあいだで，帰属問題を国際司法裁判所の裁定に

ゆだねることが合意され，1998年11月に提訴されたのであ

る．

　その後，2000年3月には，マレーシアの独立後から，サ

バ州の領有を一貫して主張しているフィリピン政府が，同

町はサバ州に属するゆえにフィリピンの領土であると主張

して，裁定手続きへの介入を試みた。フィリピンの主張は，

同郷に対しては直接の利害関心を有していないが，同島の

帰属がマレーシアとインドネシアの両国間で決着すること

が，結果としてサバ州領有に関するフィリピンの年来の主

張に影響を及ぼすことを避けるためであった。しかし，同

島の帰属をめぐる問題は，フィリピンの法的利害に直接に

関与するものではないとして，200ユ年6月，14対1で却下

された。司法裁判所は2002年6月3日から12日の問に，2

度の聴聞会を開くなどして両国の主張を検討し，2002年12

月17日にシバダン島がマレーシアに帰属するとの裁定を下

したのである．以下では，領有問題の背景と，インドネシ

ア側およびマレーシア側の主張の根拠それに対する裁判

所の判断と裁定の根拠について紹介する．

　そもそもの始まりは，1957年8月にマレーシアの前身で

あるマラヤ連邦がイギリスから独立し，1963年9月には英

国領であった北ボルネオ（サバ州）とサラワク州が連邦に

加入する直前の頃のことである．1963年1月にインドネシ

アはマラヤ連邦に対して「対決政策（コンフロンタシ）」を

採ることを宣言して，外交関係を断絶し，北ボルネオへの

義勇軍の介入や公海上で漁船の襲撃を行った．この「対決

政策」は1966年まで続き，1969年になって初めて両国は条

約を締結し，マラッカ海峡および南シナ海の大陸棚境界を

画定した．しかし，その際にシバダン島を含むセレベス海



国境の海、係争の島

については国境線の合意に至らず，インドネシアは現状維

持として将来の交渉にゆだねることを提案し，一方マレー

シア側はそれへの回答を留保し，後に同島における幾つか

の「開発」を行った（Haller・Trost：229－230）。また，イ

ンドネシアが「対決政策」を始める前の1962年6月にフィ

リピンは，突然北ボルネオがフィリピン領であると主張し

始めていた．その根拠は，スールーのスルタンとイギリス

北ボルネオ会社が1878年に調印した条約は，土地の割譲で

はなく貸与を認めるものであり，スールー・スルタンの権

限を引き継いだフィリピンが北ボルネオに対する主権を有

するというものであったe7

　国際司法裁判所において，インドネシア側の主張の根拠

は，オランダとイギリスとの1891年会議の合意書であった。

その第4条において，「（ボルネオ）東海岸の北Sk　4度10分

の地点から，国境線はセビティック島を等緯度線で横切っ

て東に延長されるものとする」と定められていた。その北

緯4度10分の緯度線を東に延長すると，シバダン島（およ

びリギタン環礁）は，それよりも南に位置しているゆえに，

必然的にオランダ領に属することになると主張した。そし

て，インドネシアは，旧オランダ領をそのまま国土として

引き継いだゆえに，シバダン島の領有権を有するというも

のである．

　そのことに対して司法裁判所は，「横切って東に延長され

るものとする」という表現が実質的に意味するところを，

1891年会議そのものの目的と当時の状況をふまえて検討

し，それがセビティック島の東端にいたるまでの国境線を

画定するにとどまり，その先の海上においても効力を発揮

するものではないと判断した。確かにセビティック島は，

ボルネオの東北海岸部の入り江に浮かぶ島であり，北側対

岸はイギリス領，南側の対岸はオランダ領であり，ボルネ

オにおける両国の陸の国境線は，セビティック島のちょう

ど西の対岸地点で海に至り，海峡をはさんでセビティック

島に達していた．イギリスとオランダの両国にとっては，

それぞれ目と鼻の先にある島の帰属については直接的な利

害関心を強く有していた．それゆえに同会議の重要な議題

のひとつになったのであるが，当時は，遠方の海上に浮か

ぶ小さな無人島であるシバダン島についての関心は薄かっ

たのである。

　実際，オランダ側が合意書の批准その他のために作成し

た解説文書に添付した地図には，北緯：4度10分の国境線が

セビティック島を横切って，そのまま等緯度で東に延びて

記入されている．しかしながら，司法裁判所は，その地図

にはシバダン島は書き込まれておらず，それがオランダ側

の関心事の外に置かれていたことを示すものとの判断を下

した．また，その解説文書と添付地図はハーグにあったイ

ギリス代表部に送付され，ロンドンへと転送されたものの，

イギリス側からの抗議その他がなかったことについて，シ

バダン島の帰属をめぐって両国間に係争問題が存在すると

の認識を持っていなかったからであるとした。（国際司法裁

判所ホーームページ掲載判決文・2002／12／17，General　List

No．　le2）

　ただし，その一方で，司法裁判所は，北ボルネオ地域が

イギリスから独立してマレーシア連邦へと編入したことに

ともない，シバダン島の領有が自動的に継承されたとする，

領有権の委譲の連鎖にもとつくマレーシア側の主張も却下

した。その主張は，そもそもシバダン島は，スールー海域

を支配するスルタンの版図に入っていたものであり，そこ

からフィリピンを植民地としたスペインへ，さらにアメリ

カへ，そして戦後は北ボルネオを直轄領とする大英帝国へ，

最終的にマレーシア連邦へという，「領有権の連鎖」理論に

もとづいていた。それに対して，司法裁判所は，そもそも

スーールーのスルタンがシバダン島に実質的な主権を及ぼし

ていたかはなはだ疑問であり，またスペインもシバダン島

に対する主権を主張することが可能ではあったが，それを

実際に主張したことを示す証拠はなく，さらにアメリカも，

スペインとのあいだで結ばれたフィリピン割譲に関する

1898年と1900年の条約によって，どの島まで獲得したのか

について明確な認識を有していなかった。よって司法裁判

所は，マレーシア側の主張の根拠もきわめて薄弱であると

判断したのである（ibid．）。

　条約をはじめとする歴史的な経緯にもとつく両国の主張

を等しく却下した後で，裁判所は，島の帰属を確定するた

めに，支配の「実効性（effectivites）」に着目し，それを判

決の拠りどころとした．ただし，島の領有をめぐる問題が

表面化した1969年以前のみを検討の対象とし，それ以後の

事態の進展，とりわけマレーシア側によるダイビング・リ

ゾートとしての開発については考慮の外とした．1961年以

前のシバダン島をめぐる主権の行使の事例として，インド

ネシア側が具体的な証拠を伴って主張したのは，1921年に

オランダ海軍の船舶Lynxが同島に停泊し，部隊を上陸さ

せたことであった．他の島々においては，イギリスの主権

を尊重して上陸行動などは控えていたが，シバダン島でそ

うした活動を行ったのは，そこに主権が及んでいると認識

していたからであったと主張したのである．しかしながら，

7　フィリピン政府のサバ領有宣言の背景を詳細に分析したNobleは，その宣言が過去のフィリピン外交政策とも，当時の国益とも合致して

いないゆえに関係諸国に驚きと当惑をもって迎えられたことを指摘したのち，フィリピンが領有を主張したのは，アメリカの植民地支配を

脱し，今や完全に独立した主権国家であるとの自己イメージを明確にし，それを内外に積極的に宣伝するためであったとしている（Noble
1977）．
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裁判所は，同船舶の活動は，オランダとイギリスが協力し

て実施した，海賊取り締まりのための合同作戦の一環とし

てであり，必ずしも単独の主権行為ではなかったとした．

また，インドネシア側が，シバダン島周辺においては自国

民の漁民が頻繁に漁労活動や上陸をしていると主張した点

については，民間人の行動は国家主権の行使とは無関係で

あるとして却下したe

　それに対して，マレーシア側の提出した証拠に関しては，

以下の3点を確かに同島に対する主権の行使と認め，それ

に基づいてイギリス＝マレーシアの実効支配を認定したの

であるe第1は，1900年代の初めからイギリスの植民地当

局が，同島で海亀を捕獲したり，その卵を採取する活動に

対して，保護の観点から一定の規制を課し，また漁民同士

のあいだで問題が生じたときには，その調停の労をとって

いた。第2には，1933年にイギリスの植民地当局はシバダ

ン島を渡り鳥の保護区として設定して布告を出すととも

に，それを官報に掲載した。第3には，1962年と1963年に

イギリス植民地当局は，それぞれシバダン島とリギタン環

礁に灯台を設置し，以後，その維持管理は現在に至るまで

マレーシア政府によって継続されている（Colson　2eo3：

403－4e4）．

6。おわりに1環境保全のシンボルへ

　世界中からシバダン島を訪れるダイバーたちにとって，

そこは世俗を逃れ，俗事を忘れて至福の時を過ごす楽園で

ある。海の深い青さ，島の濃い緑と白砂の縁取り，無重力

の宇宙遊泳を楽しんでいるような海亀の優i雅な動き，巨大

な円柱となって旋回するバラクーダの群舞，潮流に逆らっ

てギンガメアジやバッファローフィッシュの群れがゆっく

りと動いてゆく迫力に満ちた進軍，すべてが美しく幻惑的

である。短期の滞在をして，夢の時間を堪能して帰れば，

この世とは思われない一点の汚濁もない世界である。

　しかし，そこは，領有をめぐってふたつの国が諄いを続

けた後に，国際司法裁判所によって平和的な決着が得られ

た稀有な場所である。また世界の中心から遠く離れた片隅

にある楽園でありながら，アル・カイダのネットワークと

ゆるやかにリンクして活動していたフィリピンのアブ・サ

ヤフ・ゲリラが，世界中の特にヨーロッパの関心と憂慮を

集めた誘拐事件を引き起こした場所である．誘拐が可能で

あったのは，マレーシアの治安の盲点をつき，フィリピン

側から高速ボートで国境を越えて急襲し，再び国境を越え

て安全地帯へ逃げ込むという，国境線を逆手に取った戦術

であった。その海域に棲む海亀たちもまた自由に海の国境

を越えながら，シバダン島をはじめマレーシア側で生まれ

た卵は保護されて艀化後には海に放されるが，フィリピン

側では建前としても半数以上が，実際には9割以上が食べ

られたり売られたりしてしまう。海の国境線のどちらかに

生まれるかが海亀の生死の境目となっている。

　さらに，本稿では，紙幅の制約のために言及することが

できなかったが，シバダン島のダイビング・ショップ・リ

ゾート施設の従業員の多くはフィリピンからの出稼ぎ労働

者であり，誘拐事件の以前はスールー諸島から小船にのっ

て「裏口」から入国した人々であり，ほとんど全員がパス

ポー一一　5を保持していなかった。国境は有って無いも同然で

あった。いっぽうシバダン島からスピード・ボートで15分

野ど離れたところに浮かぶマブール島には，より快適なリ

ゾート・ホテルが二つあり，シバダン島へのダイビング基

地として日本人に人気が高いが，シバダン島と異なり，2

千人ほどの住民が住んでいるeその多くは，1970年代前半

にミンダナオ島南部からスールー海の島々に住むイスラム

教徒が，分離独立を求めてマニラ政府と戦ったポロ戦争の

際に，難民となって逃れてきたタウスグ人であり，一部は

それ以前に住み着いていたバジャウの漁民である。ミンダ

ナオ，スールー海域のイスラム教徒による分離独立運動と，

それへの苛酷な軍事作戦がもたらした傷跡が，現在に至る

まで彼らの貧困として，また望郷の念のなかに刻印されて

いる．8

　最後に付言しておかなければならないのは，本論で取り

上げた二つの出来事を契機として，この一両年のあいだに，

シバダン島が，さらに大きな転換を迎えようとしているこ

とである．まず誘拐事件の後，マレーシア政府は，サバ州

東海岸地域の国境警備を強化するために，1億リンギット

（約30億円）以上を投じて，10隻以上の高速警備艇や数機

の哨戒機を購入したほか，23の島々に海軍や警察の要員を

常駐させて，従前の監視体制と有事即応体制を整備し補強

した（Z）aily　EltPress　2004／6／17）．

　一方，領有問題が解決してからは，シバダン島の環境汚

染や破壊に対する危惧や懸念がサバ政府高官から表明され

るようになり，2004年4月には，サバ州政府から同島にあ

る6つのダイビング宿泊施設に対して，年末までに施設を

撤去し，撤退するよう指示が出された．9それよりずっと以

8　さらには，戦争の終結後も現在に至るまで，武装したイスラム教徒とフィリピン国軍との小規模な衝突と紛争が断続的に続き，経済社会

発展は停滞したままである．それゆえ，安全と職を求めサバ州に流入する出稼ぎ労働者や難民は減ることがなく，同州に滞在するフィリピ

ン人は30～40万人に達すると推定されている．

9　シバダン鼠に，最初の宿泊施設が出来たのは1988年で，ボルネオ・ダイバーズが20室ほどの小さなものを建設した．その後，年々その数

が増え，1995年には6施設となったのである．2002年までに三島を訪問した観光客は，135，00e人に達するという（Sabah　Times　2eO2／12／

22，ただし，延宿泊日数は不明）．政府高官の相次ぐ発言以前にも，サバ州の有力紙であるDα勿助名6∫sは，シバダン島の環境破壊の現状
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前，領有が確定する以前から，各施設に対して，宿泊でき

る客は20人を限度とするよう指示が出されていたが，実際

には，ハイ・シーズンにはそれ以上の客を受け入れていた。

ひとりの客に対して世話をする従業員は最低ふたり必要で

あることから，同島には常時30G人ほどが滞在している計算

となる。それ以外に，他の島やボルネオ島のセンポルナの

町からボートダイブで来て上陸休憩をするダイバーなどを

含めると，島のエコシステムの均衡を一気に破綻させかね

ない過重な環境負荷がかかっていたことになる。とりわけ，

ゴミ処理（実質ゴミ放棄）と飲み水の確保（地下水の過剰

汲み上げにより地下水に海水塩分が混入し植物に悪影響を

与える）という問題，ならびに照明や騒音やダイバーの散

策などによって海亀の産卵が妨害される問題などが深刻で

あったe

　建前としては，そうした環境破壊に対する危惧から，同

時に，ダイバーを誘拐から守るための監視体制を維持する

コスト負担への考慮から，シバダン島からの宿泊施設の撤

去を命じたと考えられる。しかし，同時に，観光を基幹産

業とし，その拡大発展を模索する州政府にとっては，2000

年にユネスコ世界遺産に登録されたキナバル山に続き，シ

バダン島をユネスコ遺産として登録するための準備作業が

宿泊施設の撤去命令であった（Dai／y　ExPress，2004／5／19，

Nezv　Sabah　Times，2004／5／19）。海抜4000メートルを超え

る東南アジアの最高峰であるキナバル山が，山と森の魅力

を集約して体現して讐え立つのに対して，ジャック・クス

トーが1ヶ月以上滞在してドキュメンタリー映画を製作

し，世界のベスト10・ダイビング・スポットのひとつとし

て激賞したシバダン島は（Cho鍛g　2004），海洋の魅力を集約

体現して浮かぶ海の嚢翠である。そのふたつをボルネオの

象徴であり世界遺産として前面に押し出して宣伝すること

により，その象徴をとおして想像されるボルネオの「手付

かずの自然」の美しさは，観光客を引き付けて止まぬ魅力

をいっそう強化されることになる。

　マレーーシアのクアラルンプールからも，フィリピンのマ

ニラからも，最も遠く離れた辺境の小島が，中央からのコ

ントロールの効きがたさのゆえに，逆に国民国家の軋礫が

集約して現れ，同時にそのコントロールを通じて，国家の

外縁の画定と良きイメージ作りが実践されることは以上に

見たとおりである．小さな島のなかに刻み困れた近代の三

二は深くまた入り組んでいる。
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